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Abstract An example of the aestivating site of adults of Nymphalis xanthomelas japonica was 
reported. Three specimens were observed aestivating on underside of wooden boards put on the 
forest floor (alt. 1,050 m) of mountain. 
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一 般 に 成虫 で 越冬 , 越 夏 す る チョ ウ 類 の 越冬 ・ 越 夏場 所 に つい て の 知見 は 非常 に 少な く , 特に 越 夏 場 
所 に つい て は 不明 な 種 が 多い (福田 他 , 1984) ヒ オ ド シ チ ョ ツウ (Nymphalis xanthomelas japonica Sti- 
chel) は 年 1 化 で , 成虫 は 初夏 に 羽化 し て , し ば らく 活動 し た 後 , 夏 か ら 翌 春 ま で 活動 を 休止 する . 
すなわち , 生活 史 の タイ プ は 成虫 で 越 夏 , 越冬 を 行なう aesuvo-hibernation (Masaki, 1980) に 属す る 
と 考え られ る が , 越 夏 ・ 越 冬場 所 に つい て は あま り 知 られ て いな い . 最近 で は , 例え ば 伊藤 (1991) は 
1991 年 6 月 13-14 日 に 三重 県 の 大 台 が 原 の プ ブナ, トウ ヒ 林 (海抜 1400 m) T, ブナ の 倒木 の 下面 で 静 
止 し て いる 本 種 成虫 1 個体 を 報告 し て いる が , 観察 例 は 決し て 多く な いよ う で ある . な お , この 個体 
は 数 日 後に は 見 られ な く な っ た と いう . 筆者 ら は 199 年 7 月 31 日 に 本 種 成虫 の 越 夏場 所 を 確認 し た 
の で 報告 する . 


発見 場所 は 滋賀 県 の 比良 山系 の 打 見 山 (海抜 1.100 m). の 山頂 付近 (海抜 1.050 m). の 広葉 樹林 内 で あ 
2. 林内 に 放置 きれ た テン ト 用 の 木製 土台 (長き 180 cm, 幅 90cm, 高き 5cm) の 裏側 に , 静止 中 の 
本 種 成虫 を 発見 し た (Fig.1). 土台 は 6 枚 あ り , その うち の 1 枚 に 1 個体, 他 の 1 枚 に は 2 個体 , 計 3 
個体 を 確認 し た . 地面 か ら 成 虫 ま で の 高き は それ ぞ れ , 13, 20, 10 cm で あっ た . また だ, 成虫 が 静止 し 
て いた 板 の 厚 さ は 1 cm で , 表側 は 半日 陰 の 状態 で あっ た . 発見 し た 日 が 盛夏 の 日 中 で ある こと や , 
触角 を 次 の 問 に 入れ て 静止 し , 土台 を 引き 起こ し た 際 に も 全く 動か な か っ た こと な どか ら , 越 夏 状態 
に あっ た こと は 確実 で . Wo 4 FR (休眠 ) 中 で あっ た と 考え られ る . な お , 性 別 は 調査 せ ず , 越冬 
状態 も 調べ る た め に 土台 は 元 の 状態 に 戻し て 下山 し た が , その 後 は 調査 の 機会 は 得 ら れ な か っ た . 


昆虫 の 越 夏場 所 の 微 気 象 な どの 解析 例 と し て は , ナナ ホシ テン トウ ツウ (Coccinella septempunctata brucki 
Mulsant) 成虫 (SGakuratani and Kubo, 1985) や アカ ホシ テン トウ (Chilocorus rubidus Hope) 成虫 
(Sakuratani and Ito, 1995) な どの 例 が 報告 きれ て お ぉ お り , いずれ も 周囲 よ り 温 度 が 低い 部 分 で 越 夏 し て 
ゅ る こと と が 明らか に され て いる . ナナ ホシ テン トウ で は スス キ な どの 株 元 で 集団 で 夏 眠 し て お り , そ 
この 温度 は 真夏 の 日 中 で も 気温 より も 5 度 程度 低く , し か も , 日 変化 も 小さ いこ と が 知ら れ て いる 
QR. 1990. ヒ オ ド シ チ ョ ウ の 場合 , 伊藤 (1991) や 今回 の 例 も いずれ も 1,000 m 以上 の 山岳 地帯 で 
発見 され て いる こと か ら , マク ロ 的 に 見 る と 山地 の 涼し い 気 候 環 境 で 越 夏 し て いる と 言え る . さら に 
ミク ロ 的 に 見 れ ば , 虫 体 に は 直射 日 光 が 当 た ら な い 状 態 で , 熱 伝導 率 の 比較 的 低い 板 や 丸太 (Kaye 
and Laby, 1986) の 下 で ある こと か ら , 忠 体 自体 の 温度 は か な り 低く , し か も 日 変化 も 小さ いと 推察 き 
れる . な お , 打 見 山 の 山麓 (海抜 120 m) で 6 月 に クヌギ な どの 樹液 を 吸 汁 中 の 本 種 成 虫 を 観察 し て 
お り , 山頂 付近 に は 本 種 の 幼虫 の 餌 植物 (エノキ や ヤナ ギ 類 な ど ) が 見 当ら な いこ と か ら , REOR 
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Fig.l. Aestivating site of adult Nymphalis xanthomelas japonica in the forest floor (alt. 1,050 
m) of Mt Uchimi. A: Wooden boards put on the forest floor. B-C: An adult of N. 
xanthomelas japonica aestivating on underside of the board. 
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め に 低地 か ら 山 地 へ の 移動 も 示唆 され る . ヤ ガ 科 の いく つか の 種類 で は , 夏 眠 の た め に 低地 か ら 山 地 
へ の 移動 が 知ら れ て いる (Williams, 1958; 奥 , 1993) 


今後 、 こ の よう に マク ロ 的 レベ ル ,。 ミ クロ 的 レベ ル で 調査 する こと に より , 各種 チョ ウ 類 成虫 の 越 
夏 ・ 越 冬場 所 が 解 月 で きる も の と 考え られ る . 
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Summary 


Aestivating adults of Nymphalis xanthomelas japonica Stichel were discovered on underside of the 
wooden boards put on the forest floor (alt. 1,050 m) of Mt Uchimi of Shiga Prefecture, Japan, on 
31st July 1995. Three adults were at rest motionlessly on underside of the boards 1 cm thick. The 
food plants of larvae of this species were not found there, whereas they were growing at the foot of 
the mountain. The adults may migrate from the foot to the mountain where the climate is suitable 
for aestivation, and prefer to microclimate site protected from the direct sunshine by wood with low 
heat conductivity. 
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